学会記事 : 第44回徳島医学会賞及び第23回若手奨励賞受賞者紹介 by unknown


































































で青色 LED 光を照射したところ，青色 LED 光照射に
よる生細胞数減少が抑制され，LC‐３，Beclin‐１の発現
上昇が抑制されました。










































































































生 年 月 日：平成５年１１月８日
出 身 大 学：自治医科大学医学部
所 属：徳島県立中央病院医学教育センター




































生 年 月 日：平成５年６月２１日


































生 年 月 日：平成４年１２月１０日









































生 年 月 日：平成５年７月３０日
出 身 大 学：自治医科大学
所 属：徳島県立中央病院医
学教育センター
研 究 内 容：重症外傷の認識が遅れ，やむを得ず救急
外来で緊急開腹術を行い救命に至った１
例
受賞にあたり：
このたびは徳島医学会第２３回若手奨励賞に選考いただ
き，誠にありがとうございます。選考してくださいまし
た先生方，並びに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げ
ます。
２００２年に本邦の防ぎ得た外傷死（preventable trauma
death：PTD）が４割近く存在すると報告されました。
この値は北米の１９６０年代のものに近似しており，この結
果から日本における外傷診療の質向上を目的として外傷
初期診療ガイドラインが誕生しました。当院でも外傷
チームの結成と２４時間３６５日オンコール体制を敷いてい
ます。しかし，初期対応にあたった医師が外傷チームの
必要性を認識できなければ，迅速な対応は困難です。
研修医である自分も救急科研修時のみならず当直中に
も，指導医のもと外傷患者の初期対応に何度も携わらせ
ていただきました。今後，市中病院・僻地診療所等どの
ような環境であっても，外傷患者に頻回に遭遇すること
が予想されます。本症例を通じて，初期対応の際に見落
としやすい点，また外傷診療に必要な要素を学ぶことが
できました。今後出会う外傷診療にこの経験を活かすと
ともに，PTD を減らす可能性を模索したいと思います。
最後になりましたが，このような貴重な経験および発
表の機会を与えてくださり，ご指導賜りました徳島県立
中央病院の中野勇希先生，川下陽一郎先生にこの場をお
借りして心より感謝申し上げます。ありがとうございま
した。
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